
分類 B-1-① 情報の全体的な特徴や要点を捉え、新たな考えや意味を見いだす。 

思考力・判断力・表現力等を身に付け、福祉の見方・考え方を養成 

 

本時の目標 
校種・学年 高等学校・3年 

・様々な対象者に適するコミュニケーション
方法について考え、適切な支援を提供する
ことができるようになる。 
・班で協力し、課題解決能力を高める。 
 

教科・領域 福祉・コミュニケーション 

アプリ・ソフト ・Teams  ・Forms 

備考  

○本時の展開

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○学習活動（◆指導上の留意点） 

導
入 

〇前時の習得度を確認するために、小テストを実

施する。 

◆採点を自動で行い、一覧表で確認する。 

◆正誤だけでなく、解説を記載しておくことで、間

違いのポイントを理解させる。 

展
開 

 

 

 

 

〇表示されている画像を見て、適切な支援方

法を考え、Teams上のファイルに書き込む。 

〇各自が書き込んだ内容を班で話し合う。 

〇発表後、班内で３人組となりロールプレイング

を行い、適切なコミュニケーションを実践する。 

◆書き込みファイルを事前に用意しておき、提出

物として評価する。 

◆班の意見を１つの意見にまとめさせる。 

◆根拠や留意点を踏まえながら、説明を行う。 

ま
と
め 

〇本時の振り返りを実施する。 

◆振り返りから到達度を理解し、次時において補

足説明や学びの状況に応じた説明をする。 

生徒の感想 

・小テストでは、前回の授業で学んだこ
とを確認することができる。 
・個人で考えた後、班で話し合うため
色々な意見を知ることができる。 
・ロールプレイングでは、タブレット端
末を使用することで、客観的に動きを確
認できるため、改善しやすい。  

＜情報活用能力の育成とその効果＞ 

・小テストの作成・採点・集約が容易なため、

毎時間実施できるので、予習を行う習慣がつ

き、基礎学力の定着に繋がっている。 

・ロールプレイングの様子をクラウド上に残

せ、自宅でも振り返ることができる。 

・電子データを通して、福祉の見方・考え方

を養成する。 

HYOGOスクールエバンジェリスト 兵庫県立日高高等学校  寺脇 琢真 

◎Forms を活

用し、基本操作

方法を身に付

ける。 

  

育成できる情報活用能力 

様々な対象者に適するコミュニケーション

方法を考え、共有し話し合うことで学びを

深める。 

 

 

 

 

 

 

◎資料を視覚的に理解することで、合

理的配慮を必要とする生徒も理解しや

すい。 

◎ロールプレイングは、利用者・介護

者・撮影者に役割分担し、実施後映像を

見ることで客観的な振返りができる。  

育成できる情報活用能力 

◎振り返りシー

トを書かせるこ

とで、学びを自

己覚知すること

ができる。 

育成できる情報活用能力 


